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  領解  
第２号 

令和５年６月１日 

発行責任者 

那珂組門徒推進員連絡協議会 

代 表 原 京子 

事務局 専宗寺 

 福岡市博多区青木 1-13-20 

（０９２）６１１－７５４１ 

令
和
五
年
二
月
十
一
日
（
土
）
浄
運
寺
（
春

日
市
）
に
て
、
第
二
十
三
回
那
珂
組
門
徒
推

進
員
連
絡
協
議
会
総
会
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
を
施
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

出
席
者
数
は
二
十
一
名
で
し
た
。 

髙
﨑
隆
一
副
代
表
の
司
会
進
行
で
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
渡
辺
護
さ
ん
の
調
声

に
よ
り
参
加
者
全
員
で
、
「
讃
仏
偈
の
勤

行
」、
そ
の
後
、「
真
宗
宗
歌
」、「
浄
土
真
宗

の
救
い
の
よ
ろ
こ
び
」
を
唱
和
し
ま
し
た
。 

原
京
子
世
話
人
代
表
の
挨
拶
の
後
、
総

会
・
議
事
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

令
和
四
年
度
の
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、

令
和
五
年
度
の
行
事
計
画
、
予
算
案
の
説
明

が
な
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
各
部
会
か
ら
活
動
経
過
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
昼
食
時
に
は
、
各
部
会
で
集
ま

り
、
情
報
交
換
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

休
憩
の
後
、
浄
運
寺
白
山
義
章
住
職
に
よ

る
法
話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。 

白
山
住
職
は
小
学
校
の

PTA

会
長
と
し

て
長
年
に
わ
た
り
地
域
活
動
に
関
わ
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、「
こ
れ
か

ら
は
、
お
寺
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、
住

職
、
坊
守
、
門
信
徒
、
門
徒
推
進
員
が
、
そ

れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
。
門
徒
推
進
員
は
仏
法
に
出
会
う
機

会
を
作
る
働
き
を
持
っ
て
い
る
。
活
動
は
大

変
さ
が
付
き
ま
と
う
が
、
そ
の
先
に
喜
び
が

あ
る
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

那
珂
組
門
徒
推
進
員 

連
絡
協
議
会 

総
会
開
催
さ
れ
る 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

             
 
 
 
 

 
 

那珂組 門徒推進員だより              

１ 

会員の近況報告・ 

門推は永久会員と
挨拶の原代表 

参加者全員で「讃仏偈」のお勤め 

 調声 渡辺さん 

浄運寺 白山住職 法話 昼食時間を利用して 

各部会情報交換 

 

 

総合司会及び総会議事  
進行担当の 

髙﨑副代表 

Ryouge 
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身
施
（
寺
院
境
内
清
掃
） 

  
令
和
四
年
五
月
十
一
日
（
水
）  

妙
楽
寺
に
て
身
施
を
行
う
。
五
名
参
加 

 

原
田
宗
明 

副
住
職
の
法
話
を
聴
聞 

        

 

令
和
四
年
十
月
五
日
（
水
） 

西
光
寺
に
て
身
施
を
行
う
。
十
二
名
参
加 

 

岡
本
健 

副
住
職
の
法
話
を
聴
聞 

 

（
左
上
写
真
中
央 

岡
本
副
住
職
） 

  

 
 

 

那
珂
組
門
徒
推
進
員
物
故
者 

 

長
年
に
わ
た
り
門
徒
推
進
員
と
し
て
、
浄
土
真
宗

の
み
教
え
を
広
め
ら
れ
ま
し
た
故
人
の
方
々
に
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。 

 
 

那
珂
組
門
徒
推
進
員
物
故
者
名
（
敬
称
略
） 

 
 
 

村
田 

瑞
子 

（
光
照
寺
） 

 
 
 

原
田 

貴
世
人
（
光
照
寺
） 

 
 
 

猪
俣 

や
す
よ
（
光
照
寺
） 

 
 
 

大
神 

ト
シ
子
（
西
光
寺
） 

 
 
 

石
橋 

泉 
 

（
西
光
寺
） 

 
 
 

柴
田 

博
通 

（
浄
運
寺
） 

山
内 

啓
右 

（
浄
運
寺
） 

 
 
 

土
居 

ト
ミ
エ
（
浄
福
寺
） 

 
 
 

松
本 

和
子 

（
養
行
寺
） 

 
 
 

上
田 

イ
ヨ
ノ
（
養
行
寺
） 

 
 
 

上
田 

正
治 

（
養
行
寺
） 

 
 

千

代

山 

浄

福
寺

《

御

遷

座

式

》 

 

 

令
和
四
年
十
一
月
六
日

新
本
堂
建
設
の
為
、
本
堂

か
ら
阿
弥
陀
さ
ま
を
ご
移

動
す
る
儀
式
が
厳
か
に
行

わ
れ
た
。 

 

浄
福
寺
は
一
六
一
六
（
元
和
二
）
年
に
創
建
開
基
、

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
伝

承
す
る
聞
法
道
場
と
し
て

四
百
有
余
年
の
歴
史
が
有

り
、
今
こ
の
時
代
に
新
本

堂
建
設
の
御
勝
縁
に
恵
ま

れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限

り
で
、
令
和
八
年
完
成
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。  

 

那
珂
組
仏
教
若
婦
人
会 

秋
の
研
修
会
ボ
ッ
チ
ャ
大
会 

令
和
四
年
十
月
二
十
日 

浄
運
寺
に
て 

 

久
し
振
り
の
開
催
に
マ
ス
ク

の
上
か
ら
も
覗
え
る
満
面
の
笑

み
に
声
援
・
歓
声
と
賑
や
か
な
大

会
で
し
た
。 

                  
２ 

全員研修会で物故者に捧げられた供花 

（令和４年６月２２日（水）） 

 

左端 原田副住職 
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領 

解 

文 
 

「
領
解
文
」
は
、
法
話
聴
聞
の
あ
と
で
、
一
同
そ

ろ
っ
て
「
領
解
出
言
（
り
ょ
う
げ
し
ゅ
つ
ご
ん
）」
と

い
っ
て
唱
和
す
る
ご
文
で
す
。 

 
 
 

口
語
訳
文 

わ
た
く
し
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
ら
い
を
ま
じ
え
た

自
力
の
心
を
な
げ
捨
て
て
、「
阿
弥
陀
如
来
よ
、
わ
た

く
し
の
来
る
べ
き
浄
土
往
生
の
一
大
事
に
つ
い
て
、

あ
な
た
の
救
い
の
働
き
に
お
ま
か
せ
し
ま
す
」
と
、

た
だ
一
心
に
頼
み
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

如
来
に
お
ま
か
せ
し
た
と
き
、
往
生
成
仏
の
身
と

定
ま
り
、
如
来
の
救
い
は
確
定
し
た
と
信
じ
て
、
そ

の
後
の
称
名
念
仏
は
、
如
来
の
ご
恩
に
報
い
る
も
の

で
あ
る
と
、
喜
び
の
う
ち
に
お
称
え
申
し
て
お
り
ま

す
。 こ

の
「
信
心
正
因
・
称
名
報
恩
」
に
道
理
が
聞
き

わ
け
ら
れ
た
こ
と
も
、
浄
土
真
宗
を
開
か
れ
た
親
鸞

聖
人
が
こ
の
世
に
お
で
ま
し
な
さ
れ
た
お
か
げ
、
ま

た
、
そ
の
後
、
代
々
、
教
え
を
ひ
き
継
が
れ
た
よ
き

導
き
手
の
方
が
た
の
お
勧
め
の
お
か
げ
で
あ
る
と
、

あ
り
が
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
念
仏
申
す
身
と
な
っ
た
か
ら
に
は
、

定
め
お
か
れ
た
御
き
ま
り
は
、
生
涯
、
守
り
通
す
決

心
で
お
り
ま
す
。 

「
解
説 

礼
拝
聖
典
」 

浄
土
真
宗
聖
典
普
及
会
編
よ
り 

  

 

 
 

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
四
月
十
三
日 

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年 

立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讚
法
要
に
参
拝
し
て 

  
 

 
 

曽
根
嵜 

直
美
（
釈 

深
心
） 

 

 

御
影
堂
前
の
大
銀
杏
が
、

よ
う
こ
そ
の
お
参
り
を
と

出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

こ
の
地
に
本
願
寺
が
再
建

さ
れ
て
ま
も
な
く
植
え
ら

れ
た
銀
杏
は
樹
齢
四
百
年

に
も
な
り
ま
す
。 

 
日
々
朝
な
夕
な
に
南
無

阿
弥
陀
仏
と
唱
え
る
声
を
聞
き
、
地
に
根
を
張
り
地

上
で
は
陽
の
光
を
受
け
空
を
仰
ぐ
よ
う
に
、
大
き
く

枝
を
広
げ
て
立
っ
て
い
ま
す
。
秋
に
は
黄
金
色
に
、

冬
に
は
葉
を
落
と
す
け
れ
ど
、
ま
た
春
に
は
芽
吹
き

蒼
き
葉
を
繁
ら
す
の
で
す
。 

 

親
鸞
聖
人
が
「
教
行
信
証
」
に
浄
土
真
宗
の
進
む

道
を
示
さ
れ
て
八
百
年
、
長
い
歴
史
に
は
様
々
な
事

が
有
り
ま
し
た
が
、
現
在
ま
で
本
願
寺
は
浄
土
真
宗

の
み
教
え
を
守
り
伝
え
て
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
私

は
親
鸞
聖
人
の
ご
影
像
の
前
で
尊
い
み
教
え
を
喜
ぶ

幸
せ
の
身
に
な
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

こ
の
ご
勝
縁
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
門
徒
推
進
員
に
な
っ
て
来
年
で
十
年
、
現

代
社
会
に
生
き
る
私
達
が
お
念
仏
を
、
み
教
え
を
、 

み
ん
な
の
広
場 

次
の
世
代
に
伝
え
広
め
る
に

は
、
大
変
厳
し
い
時
代
を
向

か
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。 

 

今
ま
で
通
り
と
云
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
の
で
す
。 

 

考
え
、
気
付
き
、
行
動
す

る
、
時
に
自
身
を
振
返
り
な

が
ら
信
仰
を
原
動
力
と
し
て…

境
内
の
銀
杏
が
大
き

く
枝
を
広
げ
る
よ
う
に
浄
土
真
宗
の
繁
栄
の
一
助
と

な
り
ま
す
よ
う
、
日
々
努
力
す
る
次
第
で
す
。  

令
和
五
年
十
月
よ
り
連
研
開
催 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
長
く
中
止
さ
れ
て
い
ま
し
た 

「
門
徒
推
進
員
養
成
連
続
研
修
会
（
連
研
）」
が
新
た
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
再
開
さ
れ
ま
す
。 

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
（
実
践
運
動
）」
を

推
進
す
る
た
め
、
皆
様
の
所
属
寺
に
関
わ
ら
ず
、
仏
縁

の
方
々
に
連
研
参
加
を
推
奨
し
て
下
さ
い
。 

        

御影堂前の大銀杏 

御真影
ごしんねい

を仰ぐ 

第１回 10月21日 講義

第２回 11月18日 講義

第３回 12月9日 講義

第４回 1月20日 講義

第５回 話し合い法座

（１日研修） レクレーション

第６回 3月9日 話し合い法座

第７回 4月20日 話し合い法座

第８回 5月18日 話し合い法座

第９回 6月15日 話し合い法座

第１０回 7月13日 話し合い法座

第１１回 9月14日 話し合い法座

　　　 ＊日程の変更あり

２０２３（令和５）年度

第１６期連続研修会

＊土曜日開催、１回３時間

2月17日

2023

2024
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第
二
回
は
『
円
龍
寺
』
で
す
。 

 

「
梅
遊
山 
円
龍
寺
」 

 
 

住
職 

髙
原 
真
証
師 

所
在
地 

福
岡
市
中
央
区
平
尾
四
丁
目
一―

一 

 

（
〇
九
二
）
五
三
一―

四
六
四
一 

 

令
和
五
年
の
春
も
過
ぎ
ま
し
た
。   

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
当
山
の
山
号
は
梅
遊
山
と

い
い
ま
す
。 

そ

の

名

の

通
り
、
蠟
梅
・

枝
垂
れ
梅
・
白

梅
な
ど
が
、
順

次
咲
い
て
春

を
告
げ
て
く

れ
ま
す
。 

敷
地
内
の
円
龍
幼
稚
園
に
は
、
枝
垂
れ
桜
が
あ
り
、

園
児
も
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。 

又
、
玄
関
に
入
る
と
、
前
坊
守
の
生
け
た
「
生
け
花
」

が
常
時
飾
ら
れ
、
ま
さ
に
花
の
寺
と
い
っ
た
趣
が
あ

り
ま
す
。 

当
山
の
年
中
の
恒
例

法
要
は
、
春
の
彼
岸
・
永

代
経
法
要
・
盂
蘭
盆
会
・

秋
の
彼
岸
・
報
恩
講
法
要

と
続
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那
珂
組
二
十
九
ヶ
寺
お
寺
巡
り 

 

春
・
秋
の
彼
岸
法
要
は
住
職
が
法
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各
法
要
時
は
、
御
門
徒
た
ち
の
ご
参
詣
が
多
く
あ

り
ま
す
。 

前
述
の
ご
と
く
、
当
山
は
平
尾
に
あ
り
、
天
神
に
近

く
大
変
騒
が
し
い
よ
う
で
す
が
、
通
り
を
一
本
抜
け

た
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
り
、
心
落
ち
着
け
て
、
ご
参
詣

い
た
だ
け
ま
す
。 

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

 
 

令
和
五
年
度 

行
事
予
定 

 
 

 

二
月
十
一
日
（
土
） 

総
会 

 
 

四
月
～
五
月
「
親
鸞
聖
人
御
生
誕
八
五
〇
年
・ 

 
 

 
 

 
 

立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
」 

団

体

参

拝 
 

五
月
十
四
日
（
日
） 

身
施 

光
明
寺 

 
 

 

六
月
二
十
七
日
（
火
）
全
員
研
修
会 

 
 
 
 

 

八
月
二
十
七
日
（
日
）
福
岡
教
区
門
徒
推
進
員 

一
日
全
員
研
修
会 

 
 

十
月
三
日
（
火
） 

 

身
施 

浄
運
寺 

  

十
月
～
翌
年
九
月 

 

連
研
（
詳
細
は
三
頁
参
照
） 

 
 
 
 
 
 
 

  

一
月
九
日
～
十
六
日 

本
山
本
願
寺
御
正
忌
報
恩
講 

 
 
 

 

一
月
二
十
六
日
～
二
十
八
日 

福
岡
教
区 

報
恩
講
法
要 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

編
集
後
記 

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
「
領
解
」
２
号
を
発
行
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

発
行
に
あ
た
り
今
更
の
よ
う
に
親
鸞
聖
人
の
み
教

え
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
、
加
え

て
、
門
徒
推
進
員
の
高
齢
化
も
進
み
登
録
者
は
年
々

減
少
し
て
い
る
現
況
に
ど
う
相
対
す
れ
ば
よ
い
の

か
、
ま
た
、
今
後
門
徒
推
進
員
と
し
て
法
灯
の
継
承
、

連
研
や
中
央
教
修
へ
の
参
加
推
奨
な
ど
、
課
題
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
考
え
て

行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

自
由
な
ご
意
見
・
ご
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

４ 

幼稚園の枝垂れ桜 

御
本
尊
の
阿
弥
陀

如
来
が
安
置
さ
れ
て

い
る
本
堂 

当
時
、
小
学
生
で

あ
っ
た
前
坊
守
が
、

福
岡
大
空
襲
で
、
降

り
し
き
る
焼
夷
弾
の

中
、
防
空
豪
に
背
負

っ
て
避
難
し
て
お
守

り
し
た
と
の
話
し 

蠟梅を背に黒御影石の寺号 前坊守の生け花 

白
梅
の
下
に
泳
ぐ
鯉 


